
 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壊れていない食器類を処分するのは、「物を大切に使っていない」 

と同じことです。直ちにやめるべきです！ 

 

JR 東日本輸送サービス労働組合 

JTSU-E 山梨支部 情報誌 

2020.12.9  No.23 

From Yamanashi 
Twitter 開設中！ 

@jtsue_yamanashi 

JR東日本の 
2020年度 年末手当 2.2 ヶ月分（昨年比 0.98 ヶ月分減少） 
2020年度 第二四半期決算 営業利益（単体）△2555億円（赤字） 
設備投資（単体）670億円減（2019年度実績比） 

現在、乗務員職場を中心に「感染拡大防止や衛生管理上の観点から食器類の整理を行う」とい

う掲示が出ています。 

更に、「期日までに有志が所有する食器類、調味料、食品は整理するように。期日まで整理しな

ければ、処分する」とのことです。 

ということは、壊れていなくて使える食器類なのに、わざわざ処分して、会社が新たに用意すると

いうことは、ムダなコストをかけることです！ 

私たちの仕事は３６５日休むことなく交代で仕事をしています。不規則勤務であることから、朝

食・昼食・夕食の 3食を職場の休憩室で食べることもあり、食器類を使わなければならない場面

もあります。当然、食器類を使い終わったら洗って片付けていますし、何の問題もありません！ 

コロナ禍による減収減益で、コスト削減をするべきなのに、このようなことにお金をかけることは、

本末転倒ではないでしょうか？ 

お金をかけてまで 
休憩室に保管している食器類を整理するの？？ 

https://twitter.com/jtsue_yamanashi

